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はじめに
近年、高度な情報化社会により社会の変化のスピード

が加速するとともに、世界のグローバル化や流動化など、
子どもを取り巻く生活環境、社会環境とそこで暮らす人
と人との交わり方も明らかに変ってきている。こうした
社会の変化に立ち向かいながら、子どもたちが未来の社
会で通用するような力を培い、ますます国際化する未来
の社会を生き抜ける子どもを育てることが教育の分野へ
の課題であり期待となっている。

こうした社会の変化に対応するために、現在、日本の
教育も大きな改革が行われている。その流れとして、平
成29年３月に告示され、幼稚園教育要領、保育所保育
指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の３法令
が同時に改訂、平成30年４月より幼稚園、保育所、幼
保連携型認定こども園など、日本の幼児教育施設から順
次、小学校、中学校、高等学校と学習指導要領の改訂、
施行が進んでいく状況にある。

この新しい学習指導要領が平成32年（2020年）から
実施となる小学校では、これまで５～６年生の必修だっ
た「外国語活動」を３～４年生から導入、５～６年生で
は「英語が教科化」されていく。こうした英語教育にも
見られるように、小学校での外国語活動から英語教育へ
の展開は小中連携の重要性を示すものであり、それはま
た、幼保小の連携のさらなる充実が問われることにもつ
ながっている。そして、この流れには、教育活動全体と
して「生きる力」を育むために、乳幼児期から成人まで
の子どもの育ちを見通した教育の在り方の検討を含むも
のである。また、文部科学省では、「国際社会において、
地球的視野に立って、主体的に行動するために必要と考
えられる態度・能力の基礎を育成するための教育」１）に
向け国際理解教育１）から国際教育へと進めている。２）３）

このような現在の社会状況を踏まえ、Ｙ市教育委員会
社会教育課では、教育委員会が基点となり、英語教育活
動を行っている市民団体と協力して幼児期からの国際理
解教育としてのワークショップ「幼児と留学生のわくわ
くＡＢＣ教室」の取り組みを始めている。この実践につ
いて、市からの受託研究として、筆者もかかわり実態調
査と今後に向けての検討を行った。

幼児期の子どもの国際教育に関わる取り組みや先行研
究は、近年では、幼児英語教育としての早期教育やバイ
リンガルという視点からの教材や実践研究等（原・伊
東,2010）海外の保育施設との比較の中の国際理解教育
（高橋・首藤,2006）、言語教育から見る幼児期の特性
（斎藤・佐治・廣,2017）、小学校の外国語活動からの提
案（城一,2013）などに見られるように、言語教育として
の外国語に関連することなどが主に取り上げられている。
また、ベネッセの調査（ベネッセ教育総合研究,2008）に
よると、幼稚園や保育所等における課外での活動の中に
は、英会話等の語学教室が行われているという結果も示
されている。ここで、興味深いのは、国公立の幼稚園や
保育所では、有料の活動はほとんど行われてないが、私
立の幼稚園・保育所等では、30％前後が有料での課外活
動としての語学教室を取り入れている４）５）など、これ
らの傾向は、保護者の要望への対応等も含め時代の流れ
に対する園の方向としても捉え得る。これらを見ても、
実際の保育の現場における語学教育という枠組みに留ま
らない国際教育に関する実践や教育の在り方の検討は、
これからの課題であることが伺える。

本稿では、Ｙ市が取り組んだ幼児期の教育としての国
際理解教育の活動について、語学教育ということに留ま
らず、また、幼児期の子どもの保育現場での活動から
「幼児教育」という視点からその実際を検討し、活動や
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それを取り巻く現状における課題と今後つながっていく
義務教育への連携や教育環境の発展の可能性についてま
とめていく。また、今後、Ｙ市として幼児期の可能性を
広げるための事業を、公共サービスとして市内で広範に
実施するという目的への展望についても考えていく。

１．研究調査全体の概要と本稿での検討部分
幼児期からの国際理解教育としてのワークショップ

「幼児と留学生のわくわくＡＢＣ教室」は、Ｙ市の教育
委員会社会教育課がオーガナイズし、英語教育活動を
行っている市民団体へその活動の実践を委託して行った
ものである。それまで、同課が同じように関わって取り
組んだ小学生向けのワークショップでの成果から浮かん
だという幼児期からの活動のへの期待とその後の展開へ
の方法も含めて検討することが、調査研究としての目的
でもある。

本稿にかかわる調査研究も含めた受託研究は、その開
催に向けての事前準備から、活動実施期間、及び、関係
者の事後の振り返りまで全活動行程を調査の対象期間と
している。

　2017年５月18日　～　2018年３月31日
（Ｙ市社会教育課担当者との打ち合わせ～関係者の事後
の振り返り、及び検討まで）

ワークショップの調査、及び、研究方法については、
以下の４つの方法で行った。

①活動計画、指導計画等の資料についての分析・検討
② 活動実践場面の参与観察と記録の考察（活動中の映

像記録とフィールドノートの併用）
③ 活動実施団体（以下仮称：P）の全活動終了後の振

り返りトーク（約３時間）の記録、及び、活動幼稚
園・保育所の保育者へのインタビュー調査、関係者
から送付の振り返りメモ

④ 保護者への活動事後のアンケート調査とその分析・
考察

実際の活動であるワークショップの開催日程は、以下
の通りである。

表１「幼児と留学生のわくわくＡＢＣ教室」の開催日程

＊参与観察は、５回、アンケート調査は全日程対象

本稿では、受託研究のおける研究調査の内、主に③の
活動実施団体Ｐのメンバーの活動後の振り返りの記録、

及び、活動実施園における保育者へのインタビュー調査
を取り上げ、その分析と考察を踏まえての検討を行う。

２．ワークショップの実際について（活動の概要）
Ｙ市社会教育課のめざした事業の目的は、幼児期から

の国際理解教育として留学生とのかかわりや外国語に触
れる機会を含めたワークショップの開催である。その活
動の実際は、教育委員会から委託された英語教育活動を
行っている市民団体Ｐによって計画されたプログラムに
基づいて行われた。活動プログラムについては市民団体
Ｐの独自のものであるので、詳細の掲載は控えるが、以
下活動の実践の概要についてまとめる。

今年度は、国公立幼稚園２園、私立幼稚園３園、私立
保育所１園の計６園での各３回のプログラムでの実施で
ある。開催日は、各幼稚園・保育所の教育時間外の土日
の設定で、ワークショップへの参加者の募集は、親子で
の参加、また、３回の全日程参加の条件で、各園を通し
て行われた。各園によって参加人数の違いはあるが、各
園とも20～30組程度の参加があった。

ワークショップの実践は、市民団体Ｐの代表（以下Ａ
氏）が主導し、団体のメンバーがスタッフとして活動の
進行をサポートした。留学生の参加についてもＡ氏に
よって、プログラムの内容に合わせて留学生の参加者の
募集から調整、活動の事前指導から振り返りまで、ボラ
ンティアとしてかかわる活動内容の充実のための指導も
含めて行われた。

活動の内容については、３回とも英語を主とした教材
が用いられ、各種ゲーム、歌、ダンス、簡単な英会話を
取り入れた遊びと、留学生とかわわる活動等、毎回12
～15種類の活動で構成されたものであった。親子での
参加であったが、子どもだけが、活動に合わせて随時指
示されたグループになって行うものが多く、保護者は、
周辺部に控えて見ている状況が多かった。歌やダンス、
留学生とのかかわりの場面では、親も一緒に行うことも
あった。参加の留学生については、各回ごとの人数には、
ばらつきがあるものの、毎回３～８人の参加があり、全
日程を通して15か国の学生33人がかかわった。

実践を行った団体が、英語教育を行う団体であったこ
ともあり、活動はＡ氏の日本語での説明を入れながらの
英語を主とした進行によって進められ、初めから終了ま
でが２時間～２時間半の内容で行われた。

教育時間外の土日の開催であったが、募集及び開催会
場が各幼稚園・保育所であったことにより、希望者を
募った活動ではあるものの園の行事的な扱いにならざる
を得ない状況とも言え、会場園のクラス担任、管理職を
含む職員（参加の対象が主に５歳児、園によっては４歳
児も含む）のサポートが必然的に行われるとになった。
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３．調査の結果と考察
６園での各３回の活動の全日程を終えた後、活動を実

施した市民団体Ｐの代表Ａ氏とサポートスタッフ４名
（留学生を含む）、本事業の企画・全体運営を行ってい
る市社会教育課職員２名、筆者を加えた計６名のメン
バーが集まり、ワークショップの実践を含む活動全体に
ついての振り返りを行った。

振り返りは、筆者が進行を行い、本事業の目的でもあ
る幼児期からの国際理解教育としてのワークショップと
いう活動の位置づけを確認しながら半構造的に進めた。
具体的には、それぞれの担当や立場から活動に対して印
象に残っていること等、お互いが全体を眺めながらフ
リートークの形式で展開した。（約３時間）

３－１　振り返りトークの記録と分析
振り返りトークの記録は、記述による記録と、動画に

よる記録を併用し、後日、逐語記録として起こした。
逐語記録から、トークの中で取り上げられている内容

を分類、種類別に整理し、語られているテーマを拾い出
して、そのテーマごとに内容の具体についての分析・考
察を行った。

語られている内容のテーマは。表２に示す通り、「国
際理解教育、英語教育について」「保護者の意識や取り
組みに関すること」「留学生の活動に関わる「活動やプ
ログラムの内容について」こと」「幼児期の教育として
重要な点」という５つのカテゴリーで整理された。その
資料をさらに具体の内容の検討のために、テーマごとに
整理した。

表２　振り返りトークの記録の例とテーマの分類

３－２　テーマ別の考察
振り返りトークの内容からカテゴリー別に主な記述を

抽出し、語りのテーマを捉えながら整理するとともに考
察する。

ⅰ「国際理解教育、英語教育について」（表３）
ワークショップの実践を行ったスタッフは、自らの体

験も踏まえながら、幼児期から外国の人と触れ合う機会
をもつことの意義や目的について、外国の人と向き合う
ときの意識や態度への変容への期待を取りあげている。
また、留学生とかかわることは、いろいろな国があるこ
とを知ることから国際感覚の芽生えの可能性や、英語の
学習の前に、自分の思いを自分なりに伝えたり通じたり
する喜び等、コミュニケーションツールとしての言語の
役割を自らの体験によって感じることの大切さが語られ
ている。

一方、ワークショップへ参加した子どもの活動時の姿
を取り上げながら、１回目の緊張した姿から、遊びや活
動を通して、あるいは、回を重ねることで、留学生との
かかわりにおける距離が縮まってきていることが捉えら
れている。具体的には、会話などのやりとりや手をつな
ぐなどのスキンシップ、写真を撮るなど、行動的にも積
極的な様子が現れてきたことが示された。そして、この
距離感の近づきは、実際に留学生の国の紹介での具体的
な体験から興味や関心が広がっている成果だと感じてい
ることも示された。

外国人教師でもあるワークショップの実践者からは、
国際化という視点から、日本の社会の状況について、同
じであることが基盤にあり、ルールを守る社会や安全な
どpositiveなことがある反面、negativeなこととして、違
うことが問題になることが捉えられている。自分の能力
を見せない例や英語を学ぶことへの興味や自信のなさの
現れが低年齢化していることなどが示されている。また、
社会環境そのものが多文化であり、自然に国際的な個性
が作られる可能性のある環境であるアメリカなどとは違
う日本の中で、国際化に向けて必要なことは、いろいろ
な状況に立ち向かっていく力や自信などの心のある子ど
もが育つことが求められていると投げかけている。
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表３　国際理解教育、英語教育について
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ⅱ「保護者の意識について」（表４）
次に、活動に参加した保護者の意識を捉え、活動を進

める実践者の国際理解教育への思いやねらいと保護者の
意識との違いを具体的に検討している。

保護者の意識として国際交流＝英語というイメージを
もっている保護者が多く、英語が話せるようになること
への期待や評価が大きいことをあげている。これに対し
て、教育者は、世界に向かう自信やいろいろな状況に向
かっていける力をつけることを目指しており、保護者

との意識のGapがあることを指摘する。しかし、経験の
processが続けられることで、英語というだけではない
経験を積み重ねることの大切さが語られている。

実践者であるスタッフの活動への思いには、留学生が
活動に参加することで、子どもが留学生に触れたり興味
をもったりする機会ができ、そこから国際的な意識が育
まれることを見通している。また、こうした教育的な場
を作ることがボランティアとしての活動の目的であり、
それを共有し興味を持つ人が広っていることも示された。

ⅲ「留学生について」（表５）
ワークショップの目的の一つでもある留学生の参加に

ついて、留学生自身は、この活動をどのように思ってい
るか、また、どういう意識で参加し、準備など当日へそ
れがどのようにつながったのかも現れてきた。

活動を支えるボランティアとしてかかわる留学生で
あったが、日本の生活や状況がよくわからないことに加
えて、活動の対象である小さい子どもとかかわることに
慣れておらず、あるいは、初めてであるなど、幼児期の
子どもの理解からその接し方など、戸惑いが多かったこ
とが伺えた。しかし、それに対しては、活動を主導した

Ａ氏が留学生一人一人と連携しながら、活動のイメージ
が持てるような情報を伝えたり、必要な準備について知
らせ、役割を持たせるなど活動のための事前指導を丁寧
に行いながら、活動が充実するように動機づけから実践
までを見通した指導がなされていたことが示された。

こうした工夫もあり、留学生同士の口コミで希望者が
集まる体制ができ、全活動での参加者が33人15か国の
留学生の参加への繋がったことが明らかになった。

留学生にとってのもう一つの活動の意義は、活動に参
加することで、留学生同士のつながりを広げたり、日本
の幼児期の子どもや保護者とのかかわりなど、日本の生

表４　保護者の意識について
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活に触れる機会にもなったこともあげられた。
この度は、Ａ氏の尽力よりそのつながりから多くの留

学生の参加者を得ることができたが、今後の見通しとし
て、振り返りトークの後半には、留学生のボランティア
参加者を集める方法についての議論がなされた。留学生

の現状として、異文化体験の様々なイベントやアルバイ
トや旅行のため時間の確保が難しいことなど示された。
その方策として、大学のカリキュラムに留学生の教育現
場での活動を位置づけることの有効性や留学生の参加を
促すような情報の発信や広報の工夫などが挙がっている。

表５　留学生について
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ⅳ「活動やプログラムの内容について」（表６）
活動やプログラムを主導したＡ氏のねらいや思いには、

活動を通してかかわる人が集まり、それぞれの役割を担
いながら満足感を得ることが示された。活動の場がコ
ミュニティとしての役割を担いながら、人的資源を有効
に活用されるようにすることで、個人の資質・能力の向
上にもつながることなども捉えられている。また、保護
者が変わることは、家庭での子どもとのかかわりにも影
響することの意味も活動の目的としてあげられてる。

プログラムの１日の活動のたくさんの種類や活動内容
をつなげながら段階的に発展させ、子どもや保護者の満
足感や１回の活動が楽しく充実するような組み立てをし

ていることなど、計画者の意図が示された。
実践での活動の進行では、６つの園の参加者の人数に

ばらつきがあったことへの柔軟な対応や、遊びのコー
ナーの担当の仕方もスタッフの個人の特性を生かしなが
らの臨機応変な展開であったことなども見え、スタッフ
の能動的な姿勢が伺えた。

活動の会場を引き受けた各園での課題として、土日の
開催が挙がっている。スケジュールやスタッフの調整な
ど、園としての対応や保育者や保護者への理解をどのよ
うに得るかなどの検討事項が見えてきた。それに伴い、
園によって、活動への協力の仕方がいろいろあったこと
も示された。

表６　活動やプログラムの内容について
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ⅵ「幼児教育として重要な点」
プログラムの計画や活動において、学術指導と言う形

で筆者もかかわったこともあり、幼児教育の視点からの
気づきも含めながら、活動の振り返りと今後に向けての
方策を一緒に検討した。活動実践は、市民団体Ｐがもつ
これまでの英語教育の実践の蓄積がベースとなっている
ことから、実践途中の内容ややり方を含めた修正等は微
修正にとどまり、大きくは難しい状況であったが、振り
返りの中で、今後に向けての見通しとして捉えられたこ
とは成果でもある。

幼児期の子どもの特性や一人一人に合わせて、活動や

計画を修正することなど、その時期に子どもにふさわし
い活動の内容ややり方、時間や展開の仕方など、今後検
討していくことが必要であることなども示し、実践での
課題を共有した。また、プログラムの計画者の意図と、
子どもの実態については、保護者のアンケートからもそ
の課題が浮かび上がり、今後への検討事項として共有し
た。さらに、子どもが活動に自分からかかわっていける
ような工夫や保育者、実践者の援助の必要性など、今後
の課題とともに、プログラムの目的と子どもの実態から
の振り返りの意義をそれぞれに実感した時間となった。

表７　幼児期の教育として重要な点ついて
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ⅶ　事業のきっかけ、行政の立場から（表９）
振り返りトークの内容の５つのカテゴリーに加え、本

事業を企画、運営を支えた行政の立場からの振り返りは
今後に向けての課題にかかわるテーマが示された。

本事業は、Ｙ市の社会教育課が関わり行ってきたこれ
までの小学生を対象とした英会話ワークショップが基盤
にあるが、Ｙ市内やその近郊に大学がいくつかあること
など、留学生の受け入れが多いという市の地域としての
特性を生かした取り組みとしての新たな試みでもある。

その一つとして、幼児期の子どもへの教育の機会を検
討し、国際理解教育から国際教育への今後の学校教育の
方向を見据えながら、地域の公共サービスとして、行政
がどのような役割を担っていけるのかということも含め
た今後の可能性への検討も含んでいる。

活動の基盤は、地域で英語教育にかかわる活動であっ

たが、行政担当者の経験を踏まえた実感から、本事業へ
のアイデアへとつながったことなど、国際化社会に生き
る人を育てる環境としての地域の役割や地域の活動を支
える行政のできることを考えるなど、担当者の思いが活
動を支えてきていることや、それ自体が行政としの役割
でもあること、また、市民の持つ資源を活用していく方
策としての協働の可能性などが表れてきた。

振り返りの中には、留学生の調整や対象の希望園への
投げかけ方、あるいは、活動を続けていくための財政的
な課題など、事業をオーガナイズしていく役割としてか
かわる様々な事柄の整理が必要であること等、具体的な
課題も見えてきた。これらの事柄も含め、どこまでどの
ように役割として担当し、または、役割を他へ分担して
いくのかなど、事業の継続のための方策を考えていくこ
とを次年度以降に引き継いでいくことも見えてきた。

表８　事業のきっかけ、行政の立場から
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まとめと全体考察
本稿では、留学生を取り込んだ幼児期からの国際理解

教育を目指したワークショップの実践について、それを
展開した関係スタッフの事後の振り仮りトークをもとに、
実践の在り方や公共サービスとしての可能性等について
検討してきた。この成果をもとに、これからの時代を見
据えて国際理解から国際化している社会の中で主体的活
動していける力を培うことを視野に入れた国際教育へと
展開している流れを考慮すると、振り返りトークの内容
の中に浮かび上がったテーマを５つのカテゴリーで整理
した中から、本事業の今後の展開に向けての課題として、
以下の４つの点が取り上げられた。

①�幼児期の子どもからの国際教育は、何をねらいや内
容とするのか。
②�日本の子どもと保護者の国際教育に対する意識やそ
の現状を考慮すると、幼児期の子どもの教育活動と
してどのような活動やプログラムが望ましいのか。
　また、どこで行うのが適当なのか。
③�留学生が参加する活動をどのように組み立てるのか。
留学生の対応の窓口や活動での留学生の役割、活動
の事前指導等は、だれが担当しどのような内容が必
要なのか。
④�市と地域が連携して行う公共的なサービスとて、今
後、継続、展開するためには、市がどこまでを担い、
活動の実施はだれがどのように行うのか。

今回の活動は、活動全体に関わり実践も主導した市民
団体Ｐやその代表Ａ氏のもつこれまでの英語教育の実践
の蓄積が、プログラムのベースとなっていることから、
活動への展開もそれらの中で実感されてきた成果を見越
した思い入れが強く感じられる内容となった。

①については、振り返りのスタッフやＡ氏の言葉に示
されるように、世界は日本だけではなく、いろいろな国
やいろいろな国の人がいて、多様な生活や文化があるこ
とを幼児期の子どもの時代から直接体験する機会がある
ことの必要性や重要性をあげることができる。

遊びや生活の中で、自分から環境に関わりながら総合
的な発達を遂げていく幼児期の子どもの発達やその特性
を考慮すると、留学生も含めいろいろな国の人や日本以
外の国の言語や文化に直接触れられる機会があることや、
１回だけでなく、回数を重ねられるプログラムとして計
画的に展開されることの意義は大きいと思われる。これ
らは、振り返りにも示されたように、参加の回数を重ね
る子どもや保護者の活動への参加の姿が、次第に能動的
変化していく様子や、留学生との関わり方、あるいは心
理的な距離が近づいていることなど、活動関係者も実感

している。子どもたちが遊びや活動を展開するその同じ
場に、いろいろな国の留学生を含む外国の人がいて、子
ども自身も自ら関わりながら、お話しや歌などを通して、
外国の言葉を聞くことや、会話も含めたやり取りをする
ことなどは、幼児期の子どもが無理なく体験する世界を
広げていくことにつながるだろう。具体的な活動の内容
として、留学生が自分の国の生活に関わる衣服や食べ物、
お金や国旗など、実際の具体物を紹介したり、使ってい
る言語の簡単な挨拶や数字、その国の歌や遊びなどを一
緒唱えたりすることなどのやりとりは、日本以外の国の
生活や文化が、幼児期の子どもの遊びや生活の延長にあ
る環境として見えるような形で取り入れられ、関わる子
ども自身もこれらの事物に興味・関心をもつところから
活動への能動性が見られた。これらの成果からも、こう
した具体的で体験的な活動が有効であることも確かめら
れた。

このことは②の幼児期の子どもにふさわしい教育プ
ログラムの計画や活動の展開の仕方にも関連してくる
が、この度の実践は、活動実施団体の小学生以上の子
どもの教育実践が基盤にあることから、プログラムの計
画や実際の活動の展開においても、内容が多種多様、盛
りだくさんで、幼児期の子どもの実態に合わせる展開よ
りも、内容をこなしていくことが優先される状況となっ
た。それに伴い、活動の展開における子どもの動きも、
活動ごとに隊列やグループづくりなど転換や移動が目ま
ぐるしく、また１回の活動時間が約２時間半という長時
間の計画にもなっていた。しかし、「やればついてくる
が…」の振り返りのつぶやきにもあるように、子どもを
引っ張ってさせてできていることと、その時期の子ども
のペースや内容として適当かどうか、あるいはその時期
に必要な経験なのかどうかということなど、幼児期の教
育のあり方に関わる課題が明らかになった。

今回の活動の展開については、関わり方はそれぞれ園
による違いはあっても、担任を含めた協力園の保育者
が、活動の流れを見極めながら、必要なところで、子ど
もの援助を行っていたことが、スムーズに長時間の多様
な活動をこなすことをかなり支えていたと思われる。こ
の点から見ても、幼児期の教育活動として展開するため
には、幼児教育の視点でねらいや内容を選定し活動計画
を作成することの重要性や、実際の活動の実施において
も、子どもの実態を把握しながら子どもに会わせて活動
を展開できる力量をもった指導者がかかわることの必要
性も見えてきた。この点については、どこでどのように
行うのかという開催の仕方についての課題にも関連して
くるが、この度は、子どもが実際に通っている園を会場
とし、また、親子での参加を前提としたため、休日であ
る土日の設定での開催となった。そのため、園のクラス
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の子どもも参加する活動として担任をはじめとする関係
職員が、休日にもかかわらず、ボランティアで協力する
こととなった。保育者がかかわることで保護者も安心し
て参加でき、また、個々の子どもへの必要な援助を担う
など、活動の展開での働きは、その必要感も含め多分に
あったが、園長など職員を管理する立場や園の運営の視
点から見ると、休日の職員の勤務をどう考えるか、ある
いは、園の教育活動としてどう位置づけるのかなど、園
として引き受ける活動としての課題が多々表れてきた。
実際には、今年度の試験的な取り組みということで、各
園とも協力的な対応であったが、今後のプログラムを継
続していくことや、市のサービスとして選択できる活動
としてあった場合にどのように園の教育活動に取り入れ
ていくことができるのかなど、実際には、具体的に考え
るべき課題が多方面にあることも示された。

②に関してのもう一つの面として、保護者も一緒に参
加する活動として展開したプログラムの中で浮かび上
がった課題がある。幼児期は特に、保護者の意識や活動
に対する姿勢が、子どもに大きく影響する。この点から
保護者の国際教育への意識や興味・関心に関する現状を
把握しながら、保護者への理解と意識の啓蒙が求められ
ていることや、保護者自身も多様な世界に触れる機会が
あることも、子どもにもつながるものとして有効である
こととして確認された。実際の活動でも、活動の回数を
重ねる度に、保護者も留学生に対して親和的になったり、
保護者自身が異文化に興味や関心をもち積極的に活動に
関わったりなど、子どもの活動への理解も含め、活動に
対して能動的に変化している姿として表れている。

③の留学生の参加にかかわる点について、この度の活
動で、特に興味深い成果として、留学生自身がこの活動
への参加について、留学生の自分たちのためのイベント
という意識をもっていたことがあげられる。途中からそ
れらの生かそうとして動いていったという活動の実践者
のつぶやきにもあるように、留学生としてのアイデン
ティティを活かしながら、留学生にとっても学びのある
活動として参加できるように、活動の中での役割が明確
にあり、事前指導などを通して、準備も含めやることが
分かるようにすることなど、主体的に活動に参加できる
ように計画的に進めることの必要性が確かめられらた。
実際にも、回を重ねて参加している留学生が、交流の時
間に必要な自国の生活を紹介するための具体物を自発的
に準備するなどの姿にも表れている。またこれらは、振
り返りにもあったように、多くの留学生が感じていた幼
児期の子どもへ関わることへの不安に対する対応にもつ
ながると考えられる。そのためにも、留学生に対応する
窓口や指導者をどのようにするのかということも今後の
重要な案件である。

④では、市の行政と地域のresourceとの連携や活用の
方策を含めたこの企画の恒常性についての課題が上がっ
てきた。この年のみのイベントではなく、公共のサービ
スとして、幼児期からの国際教育の機会を保障するため
には、例えば、いろいろな幼稚園や保育所が希望すれば
利用でき、園の計画にも入れられるといった安定したシ
ステムが確立されていくことが必要となるだろう。その
ための課題として、振り返りにもあるように、財政的な
面も含め、活動を実施する人材等の地域の人的資源の確
保や連携の体制作りなど、活動を続けていくためのシス
テムを作っていくことが必須であると思われる。

おわりに
国際化する社会の中で、求められるであろう力の検討

も行いながら、これからを担う子どもたちへ、その教育
の機会を開く試みとして、市の行政が関わりながら開催
した幼児期からの国際理解教育ワークショップについて
考えてきた。行政だからこそ保障できる部分と、留学生
を含む地域のもつ人的資源と連携しながら行う活動の在
り方など、ある程度、今後の実践への具体的な方策も見
えてきた。その中でも、特に、幼児期の子どもから保護
者も含め、世界に開かれる意識をもつことの大切さや、
なんらかのコミュニケーションができて、初めて異文化
交流、英語教育になっていく方向など、活動の中で浮か
んだテーマは、国際社会や国際教育をどう考えていくの
かなど、これからの様々な教育現場でも共有できる視点
が得られたのではないかと考えている。多様な人が共に
居るという社会に対するイメージをそれぞれにどのよう
に持ち向き合っていくのかということから問われてきて
いる。こうした問への見通しも含め、今後の活動につい
ても引き続き、検討を重ねていきたい。

付記
本稿は、Ｙ市の受託研究として行った調査研究に基づ

き、その成果としてもまとめています。
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